
平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．11 ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。

高齢者福祉部Ⅰ ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

１／２

担当課 整理番号 事務事業名称

計画推進課 168 高齢者等サービス調整チーム運営

169 高齢者等在宅サービス研究会運営

175 在宅福祉施策の調査研究

176 看護婦等修学資金貸付

177 福祉マンパワー確保の検討

178 ２級課程ホームヘルパーの養成

179 ３級課程ホームヘルパーの養成

182 訪問看護ステーション助成

185 老人保健医療等事務

184 高齢者福祉施策の普及啓発

223 施設建設助成

234 学校余裕教室デイサービスセンター実施設計

235 高齢者在宅サービスセンター桃三ふれあいの家整備

236 高齢者在宅サービスセンター八成ふれあいの家整備

237 高齢者在宅サービスセンター大宮ふれあいの家整備

349(1) 高齢者在宅サービスセンター宮前ふれあいの家建設

349(2) 高齢者在宅サービスセンター永福ふれあいの家整備

352 敬老会館改修（高井戸西敬老会館）

353 敬老会館改修（方南敬老会館）

介護支援課 202 介護支援センター(ケア２４）の運営

226 介護保険事業計画策定

227 介護保険事業者連絡会

228 介護保険制度導入に向けた準備事務

229 要介護等認定

230 介護サービス計画作成

231 介護支援専門員の養成

233 要介護認定支援システム、居宅介護支援システムの導入

次  頁 → 介護保険課／高齢者活動支援センター



平成12年度事務事業評価表 杉並区

ＦＩＬＥ Ｎo．11 ※ファイルは全23 ファイル、評価表の見方はFILE No.1 にあります。

高齢者福祉部Ⅰ ※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします

２／２

担当課 整理番号 事務事業名称

介護保険課 232 介護保険制度の普及啓発

186 敬老金支給

187 長寿祝い品贈呈

188 敬老会

189 ７５歳顕彰

190 無料入浴

219 老人クラブ運営助成

220 老人クラブ指導者研修会

221 シルバー人材センター運営助成

222 シルバー人材センター運用資金貸付金

296 高齢者活動支援センター運営・管理

297 機能回復訓練

298 浴場組合運営助成

299 電話訪問事業

300 健康・就労相談

301 ゲートボール場運営

302 杉の樹大学

303 杉の樹スポーツ大学

304 公開講座

305 映画会・各種大会

306 季節事業

307 いきがい活動支援

308 敬老会館施設維持管理及び運営委託

309 わくわく活動

310 文化事業

311 健康事業

前  頁 → 計画推進課／介護支援課

高齢者活動支援
センター



168

コード

コード

3 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

千円

人 0.03 0.20 0.03 0.03

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

高齢者サービス総合調整推進会議及び高齢者サービス調整チーム設置要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号高齢者等サービス調整チーム運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢社会が急速に進む中、介護保険制度の実施により、区の高齢者施策の枠組み
も変化している。介護保険によるサービスと一般の保健・医療、福祉サービスを
総合的かつ整合性をもって提供していくことが必要になっている。

介護保険事業者との連携や、役割の明確化が求めらる。

対象

援護を要する高齢者等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

29

884353

83

2,483

19

693

271 271

0

693

0

2,483

0

884

0

353

特記事項

422

271

675 82 613

1,808

25

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

301930

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

28

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区民の誰もが生涯を通じ健康で住みなれた地域にいつまでも暮らし続けることができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

多様なニーズに対応した、最も適切な保健・医療、福祉サー
ビスを総合的に提供する。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

福祉事務所長を座長とし、福祉、保健・医療関係者により要
援護者の実態把握、具体的な処遇方策の確立、サービスの調
整などを行う。

活動指標名

会議開催数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

保健・福祉計画の推進 20000

東京都高齢者サービス調整チーム設置運営要綱

杉並区保健・福祉サービス調整会議設置要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



169

コード

コード

5 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

回

千円

人 0.22 0.00 0.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区保健・福祉サービス調整会議設置要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号高齢者等在宅サービス研究会運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢社会が急速に進む中、介護保険制度の実施により、区の高齢者施策の枠組み
も変化している。介護保険によるサービスと一般の保健・医療、福祉サービスを
総合的かつ整合性をもって提供していくことが必要になっている。

介護保険事業者との連携や、役割の明確化が求めらる。

対象

援護を要する高齢者等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

121

4830

119

593

#DIV/0!

2,454

0 0

0

2,454

0

593

0

483

0

0

特記事項

466

1,988

593 0 483

0

491

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

4

1

0

0

5

1

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5

1

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区民の誰もが生涯を通じ健康で住みなれた地域にいつまでも暮らし続けることができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

多様なニーズに対応した、最も適切な保健・医療、福祉サー
ビスを総合的に提供する。

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

福祉、保健・医療の関係団体、施設、機関の代表者及び区の
職員により、高齢者等の処遇方策の研究などを行う。

活動指標名

研究会開催数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

保健･福祉計画の推進 20000

講演会開催数

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



175

コード

コード

3 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

千円

人 0.02 0.02 0.15

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区長期計画

事業開始年度

事業終期

整理番号在宅福祉施策の調査研究

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢社会が急速に進む中、在宅による保健・福祉サービスを推進するため、福祉
マンパワーの確保や、訪問看護事業の充実が急務であった。介護護保険制度の実
施により、これまでの区の高齢者施策の枠組みも変化し、介護保険によるサービ
スへ移行している。

これまでの調査目的に加え、介護保険の基盤整備としての役割も必要となってい
る。

対象

高齢者等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

1,356390

#DIV/0!

420

#DIV/0!

233

181 1,356

0

233

0

420

0

1,356

0

390

特記事項

前回の実態調査は、平成８年
度に実施した。

233

0

239 209 0

181

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

7,40000

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区民の誰もが生涯を通じ健康で住みなれた地域にいつまでも暮らし続けることができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

多様なニーズに対応した、最も適切な保健・医療、福祉サー
ビスを総合的に提供する。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

５年ごとに高齢者の実態調査を実施するとともに、福祉マン
パワーの確保等在宅福祉施策の調査研究を行い、保健・福祉
計画等の高齢者施策へ反映する。

活動指標名

調査対象者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

在宅福祉の推進 20400

杉並区保健･福祉計画

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



176

コード

コード

4 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

千円

人 1.25 1.50 1.70 1.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

在宅福祉の推進 20400

福祉マンパワー問題検討会報告

杉並区看護婦等修学資金貸付要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区内の医療施設、福祉施設等において看護業務、介護業務、
訓練業務及び相談業務に従事しようとする人に資金を貸し付
ける。

活動指標名

貸付対象者数

成果指標名

区内で必要とされる福祉サービスの総量確保のため、その前
提として、区内の医療施設、福祉施設等における福祉マンパ
ワーを確保する。

３年以上常勤職員として勤務したことにより貸付金が償
還免除となった者の数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区内の福祉マンパワーを安定して確保することにより、地域における福祉基盤の確立を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

232 180 189 180

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

成果指標①については、借受
人が養成施設卒業後に償還免
除対象就業期間に到達して初
めて、数値が確定するため現
時点では不明。
<10年度実績>入学支度金39
人・　修学金174人・就業支度
金19人
<11・12年度計画数値>　入学
支度金40人・修学金120人・就
業支度金20人　<11年度実績>
入学支度金28人・　修学金146
人・就業支度金15人

84,861

11,298

73,235 72,775 60,652

13,557

414

15,365 13,557

0

96,159

0

86,792

0

74,209

0

88,140

11,309

84,850

13,716

74,424

482

15,156

71,636

466 412

10,772

63,437

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号看護婦等修学資金貸付

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

事業が開始された平成４年度には、医療施設を中心に看護婦等の人材不足が深刻
な社会問題となっていた。その後は、「新ゴールドプラン」の実施のため福祉マ
ンパワーの確保が急務とされた。現在は、「ゴールドプラン21」実現に向けた介
護保険の基盤整備として福祉マンパワーの確保が求められている。

資格取得後の区内就業先紹介を希望する要望が多数寄せられている。

福祉サービスの大きな部分を占める介護保険での各居宅、施設サービスのサービ
ス提供総量、充足率を見極めることにより、福祉マンパワーが不足している資
格、充足傾向にある資格が明らかになる。

対象

区内の医療施設、福祉施設等において看護業務、介護業務、
訓練業務及び相談業務に従事しようとする方

根拠法令等

「杉並区長期計画」「杉並区実施計画」

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



177

コード

コード

4 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 0.10 0.10 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区福祉マンパワー確保推進委員会設置要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号福祉マンパワー確保の検討

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

福祉マンパワー確保推進委員会が設置された平成４年当時はゴールドプランの目
標数値達成に向けて福祉マンパワー確保が急務とされた。現在は、介護保険の基
盤整備としての福祉マンパワー確保が求められている。

保健・福祉計画、介護保険事業計画を見直す際に、各居宅、施設サービスの提供
総量、充足率を見極めることが必要となる。今後は、その前提となる福祉マンパ
ワーの総合的な調整が求められる。

対象

区内の福祉マンパワー確保に関する関係各課

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

919904921

#DIV/0!

0

904 904

0

0

0

921

0

919

0

904

特記事項

0

17 0 15

904

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

0

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

福祉マンパワー確保に関する方針を総合的に検討することにより、地域における福祉基盤の確立を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

区内の福祉マンパワー確保に関し、検討が必要な事項に関し
速やかに方針を決定する。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

福祉マンパワー確保及び資質の向上等について総合的に推進
するために検討を行う。

活動指標名

開催回数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

在宅福祉の推進 20400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 0.34 0.80 0.80

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

在宅福祉の推進 20400

訪問介護員に関する省令

東京都「ホームヘルパー養成講習事業実施要綱」

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

２級課程の訪問介護員養成講習を実施し、訪問介護員として
の必要な知識と技能を修得させる。

活動指標名

養成講習受講者数

成果指標名

訪問介護を必要とする高齢者等の多様なニーズに対応できる
訪問介護員を養成し、区内の福祉マンパワーの確保を図る。

養成講習修了者中の区内就業者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

地域における介護サービス基盤の整備

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

150

150

138

124

120

120

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

13,165 10,855 8,816

3,073 7,230 7,230

0

0

0

16,238

0

16,046

0

18,085

0

3,674

13,020

7.7

108

1,575

14,663

131

1,391

134

816

15,230

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

9.7

整理番号２級課程ホームヘルパーの養成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

２級課程は登録ヘルパー・現任ヘルパー向けの研修として、実施してきたが、平
成11年度から介護保険制度に向けての福祉マンパワー確保施策として実施するこ
ととなった。

・「これから働くことを希望する人」の募集枠を広げて欲しい。
・開催回数を増やして欲しい。

介護サービスの総量が増加することに伴い、介護保険の在宅サービスの中心であ
る訪問介護については、訪問介護員の養成がさらに求められることとなる。

5.1

対象

区内で訪問介護員として現在働いている方及び働くことを希
望している方

根拠法令等

杉並区訪問介護員養成講習事業実施要綱・要領

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 0.10 0.40 0.40

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区訪問介護員養成講習事業実施要綱・要領

事業開始年度

事業終期

整理番号３級課程ホームヘルパーの養成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

３級課程は家族介護力のアップを目的として実施してきたが、平成11年度からは
介護保険制度に向けての福祉マンパワー確保施策として実施することとなった。

・「これから働くことを希望する人」の募集枠を広げて欲しい。
・開催回数を増やして欲しい。

介護サービスの総量が増加することに伴い、介護保険の在宅サービスの中心であ
る訪問介護については、訪問介護員の養成がさらに求められることとなる。

5.1

対象

区内で訪問介護員として現在働いている方及び働くことを希
望している方

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

9.4

67

408

7,6155,641

6.2

69

520

5,002

78

372

0

3,615 3,615

0

0

0

5,522

0

8,023

0

6,013

特記事項

0

4,618 2,398 4,408

904
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

120

120

77

62

80

80

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

地域における介護サービス基盤の整備

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

訪問介護を必要とする高齢者等の多様なニーズに対応できる
訪問介護員を養成し、区内の福祉マンパワーの確保を図る。

養成講習修了者中の区内就業者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

３級課程の訪問介護員養成講習を実施し、訪問介護員として
の必要な知識と技能を修得させる。

活動指標名

養成講習受講者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

在宅福祉の推進 20400

訪問介護員に関する省令

東京都「ホームヘルパー養成講習事業実施要綱」

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

7 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

所

千円

人 1.30 0.50 0.30 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区訪問看護ステーション補助金交付要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号訪問看護ステーション助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区が先行して行ってきた訪問看護事業を民間事業者が行うように助成制度を設け
たが、平成11年度４月には区内11箇所に設置され、事業が一般化した。12年度か
らは介護保険の訪問看護事業として位置付けられた。

介護保険においては、保険医療機関は訪問看護事業者のみなし指定の対象となる
ためサービスを提供する事業者数は増大した。そうした状況に則し、民間事業者
の参入を促す助成制度は11年度をもって廃止した。

対象

区内に訪問看護ステーションを設置した法人等

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

4,129

28,904

138

56,784

6,614

59,526

4,066

45,749

2,711 904

0

45,749

0

59,526

0

28,904

0

56,922

特記事項

活動指標①内訳
<10年度実績>
開設２所・運営７所
<11年度計画>
開設２所・運営７所
＊実施計画数値
<11年度実績>
開設５所・運営９所
<12年度計画>
運営７所
＊実施計画数値

34,000

11,749

55,007 54,211 28,000

4,519

5,083

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

7

13

14

13

9

7

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

9

7

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

居宅サービスを提供する事業者の設置を促すことで、地域における福祉基盤の確立を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

在宅療養者のよりよい療養生活の確保と家族の負担・軽減を
図るため、区内の訪問看護事業の充実を図る。

指定老人訪問看護ステーション数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

訪問看護ステーションに対し開設・運営助成を行うとともに
運営指導を行う。

活動指標名

開設助成団体数及び運営助成団体数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

訪問看護ステーション助成 21220

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

件

千円

人 14.00 3.00 14.00 3.00 14.00 3.00 13.00 4.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120104高齢者福祉部計画推進課高齢者医療係

老人保健医療等事務 21800

老人の医療費の助成に関する条例・規則

マル福受給者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

対象者に医療受給者証を交付する。
医療の給付あるいは医療費の支給をする。

活動指標名

マル老受給者数

成果指標名

老後における健康を保持させるとともに、老人受給者に対
し、低廉安定的に医療を提供できるようにする。

(代)マル老受給者医療等給付件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

55,839

16,237

1,486,562

57,500

16,000

1,790,035

57,667

16,813

1,610,831

58,900

16,800

1,810,524

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

マル福については東京都の事
業を｢特別区における東京都の
事務処理の特例に関する条例｣
により部分的に実施している
ため、マル福医療等給付件数
は把握できない。

2,719,263

126,532

3,230,471 2,661,140 2,942,863

126,532

51

126,532 117,494

9,348

2,855,143

9,348

3,366,351

12,464

3,072,821

9,348

2,797,020

0

14,782

2,840,361

0.0

18,495

2,778,525

0.0

59

0

2,357

3,363,994

49

0

52

0

13,826

3,058,995

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号老人保健医療等事務

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

65歳以上の高齢者…平成６年＝69921人、構成比13.78％、平成11年＝81093人、
16.15％
老人人口の増加等に伴い、制度も改正されてきている。12年度からは介護保健も
始まったが、老健からの移行分は当初計画より遅れている。

老人医療費の自己負担が増加傾向にあるため不満がある一方で、高齢者も老人医
療制度を理解し、医療費を大切に使いたいという意見もある。

老人医療費は老人人口の増加、人口の高齢化等により今後も増加の一途をたどる
と思われる。このまま推移すれば、制度が破綻する。抜本的な改革が必要となっ
ている。

0.0

対象

マル老=健康保険の加入者で70歳以上の者及び65歳以上の障
害認定者　マル福=健康保険加入者(社保本人を除く)で65～
69歳の者(所得制限有)

根拠法令等

老人保健法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

63 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

冊

％

千円

人 0.20 0.20 0.20 0.35

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等事業開始年度

事業終期

整理番号高齢者福祉施策の普及啓発

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

急速に進行する高齢社会にあって、介護保険制度の実施により区の高齢者福祉施
策の枠組みが大きく変わっている。

平成１７年度には、高齢者人口が総人口の１７.９％になると推計されており、高
齢者施策の一層の充実を図りつつ、各種サービス等の情報提供が、量的にも内容
的にもますます重要になる。

対象

６５歳以上の区民、高齢者をとりまく区民、高齢者サービス
に関わる団体

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

#REF!

#REF!4,262

17

3,301

28

20,651

1,808 #REF!

0

20,651

0

3,301

0

#REF!

1,091

4,262

特記事項

１０年度実施の成果指標は、
「介護保険制度のための高齢
者実態調査」による保健・福
祉サービス（２７事業）の認
知度（２７事業平均）

18,843

1,808

1,493 1,364 12,054

1,808

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

0

90,000

152

0

200

0

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

82,000

39

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者が必要なサービスを利用し、ゆたかに、より自立して活動できる環境整備を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

・高齢者年と「高齢者のための国連原則」等について、区民
の理解を得る。
・高齢者に関する区の施策（サービス等）について、高齢者
等が理解し、必要なときに相談や利用ができるようになる。

（代）高齢者に関するサービスの認知度（各種実態調査
による。％）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

１１年度は単年度事業として、国際高齢者年記念講演会を実
施。　１０年度・１２年度は「高齢者福祉のしおり」を発行
し、６５歳以上の方がいる世帯に配布。

活動指標名

記念講演会参加者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120101高齢者福祉部計画推進課庶務係

高齢者福祉施策の計画策定 21700

高齢者福祉のしおり発行部数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

60 年度

平成 32 年度 ①

②

③

①

②

①

②

16 年度

千円 100.0

床 75.1

床 58.8

千円

人 0.60 0.60 0.60

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

施設建設助成 25400

社会福祉法人に対する助成の手続に関する条例及び同施行規則

杉並区特別養護老人ホーム等整備費補助要綱

償還費助成施設　７施設

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　特別養護老人ホーム等の高齢者入所施設を杉並区内に建設
する社会福祉法人に対し、建設費の助成及び20年間に渡り社
会福祉・医療事業団借入金償還費助成を行う。

活動指標名

特別養護老人ホーム増加床数（建設費助成）　１２０床

成果指標名

　特別養護老人ホーム等に入所を希望している高齢者が施設
に入所し、必要な介護が受けられる。

（代）保健・福祉計画の達成率（特別養護老人ホーム）

（代）保健・福祉計画の達成率（ケアハウス）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　家庭での介護が困難な高齢者を特別養護老人ホームで介護することができ、当該高齢者及びその家族の福祉が向上する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

660

助成（100床）

780

助成（１００床）

780

助成（100床）

780

助成（１００床）

1,038

170

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

1,094,799 1,092,868 626,450

5,423 5,423 5,423

0

0

0

1,100,222

0

631,873

0

1,098,291

0

0

0

#DIV/0!

0

1,098,291

0.0

0

0

1,100,222

0 0

0

631,873

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号施設建設助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　特別養護老人ホーム等の待機者は多く、入所定員枠の確保が必要とされてい
る。

　特別養護老人ホーム等の高齢者施設の入所定員枠の拡大が期待されている。平
成１２年３月末日現在の特別養護老人ホーム待機者数は７５３名である。

　介護保険制度が始まったばかりである。今後の在宅サービス提供量の増加、ま
た、区民の施設サービスの利用希望量等を踏まえ、区民の要望に応えられるよう
施設を整備していく必要がある。

0.0

対象

　特別養護老人ホーム等に入所を希望している高齢者及びそ
の家族

根拠法令等

社会福祉法第58条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

所 100.0

％ 100.0

千円

人 1.00 0.00 1.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第１５条第２項

事業開始年度

事業終期

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号学校余裕教室デイサービスセンター実施設計

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  介護保険事業計画の推計によると、平成１２年度の介護保険の給付対象となる第
一号被保険者数は、１０，５４９人、出現率（６５歳以上人口比）は１２．４％で
ある。平成１２年７月３１日現在の同数値は、９，７５２人、出現率は１１．７％
である。

  「杉並区介護保険制度のための高齢者実態調査」（平成１１年３月）の介護保険
サービスの今後の利用意向において、６５歳以上の高齢者の２３．３％がデイケア
サービスを利用したいと回答している。

  介護保険事業計画の推計では、平成１６年度の介護保険の給付対象となる第一号
被保険者数は１１,６４４人、出現率１２．８％となっている。

対象

  学校５校（桃三小、八成小、大宮中、方南小、松溪中）

17,787

3,914

19,568

3,557

0

9,038

0

0

0

19,568

0

17,787

特記事項

0

10,530 8,749

9,038
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

5

100

5

100

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

  同施設の設置により、介護保険制度の基盤整備をすすめ、地域に介護サービス（通所介護）を提供する体制を整える。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

  桃三、八成、大宮の３所は、平成１１年度に着工（年度内に
竣工）し、平成１２年４月に開所する。方南、松溪の２所は、
平成１２年度に着工（平成１２年中竣工）し、平成１３年２月
に開所する。

実施設計を行った施設数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

設計の進捗率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  上記学校について、学校の余裕教室を改修し、通所介護施設
として整備するための建築設計を、平成１１年度単年度で行
う。

活動指標名

成果指標名

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

デイサービスセンター施設整備 25680

高齢者在宅サービスセンター事業実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 100.0

人 100.0

％ 100.0

人

千円

人 0.79 0.00 0.79 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第１５条第２項

事業開始年度

事業終期

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号高齢者在宅サービスセンター桃三ふれあいの家整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  介護保険事業計画の推計によると、平成１２年度の介護保険の給付対象となる第
一号被保険者数は、１０，５４９人、出現率（６５歳以上人口比）は１２．４％で
ある。平成１２年７月３１日現在の同数値は、９，７５２人、出現率は１１．７％
である。

  「杉並区介護保険制度のための高齢者実態調査」（平成１１年３月）の介護保険
サービスの今後の利用意向において、６５歳以上の高齢者の２３．３％がデイケア
サービスを利用したいと回答している。

対象

  桃井第三小学校（桃三ふれあいの家）

20,974

46,607

353

20,974

45,327

359

0

7,140

0

0

0

66,301

0

67,581

特記事項

0

59,161 60,441

7,140
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

188

20

100

188

20

100

188

20

100

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

  同施設の設置により、介護保険制度の基盤整備をすすめ、地域に居宅サービス（通所介護）を提供する体制を整える。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

延べ床面積

桃三ふれあいの家の利用対象となる施設周辺地域の居宅
サービス対象者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の利用定員

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

改修工事進捗率

成果指標名

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  平成１２年４月の介護保険制度の開始に備え、平成１１年度
の単年度で桃井第三小学校の余裕教室を改修し、通所介護施設
（デイサービスセンター）として整備する。

活動指標名

  介護保険制度が開始される平成１２年４月から「桃三ふれあ
いの家」が利用できる。当施設で介護を要する高齢者が、身体
機能回復の訓練やレクリエーション活動を行い、また日常生活
の世話や食事の提供等を受けることができる。

  介護保険事業計画の推計では、平成１６年度の介護保険の給付対象となる第一号
被保険者数は１１,６４４人、出現率１２．８％となっている。

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

デイサービス施設整備 25680

高齢者在宅サービスセンター事業実施要綱

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 100.0

人 100.0

％ 100.0

千円

人 0.78 0.00 0.78 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

活動指標名

八成ふれあいの家の利用対象となる施設周辺地域の居宅
サービス対象者数

  介護保険事業計画の推計では、平成１６年度の介護保険の給付対象となる第一号
被保険者数は１１,６４４人、出現率１２．８％となっている。

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

デイサービス施設整備 25680

高齢者在宅サービスセンター事業実施要綱

  介護保険制度が開始される平成１２年４月から「八成ふれ
あいの家」が利用できる。当施設で介護を要する高齢者が、
身体機能回復の訓練やレクリエーション活動を行い、また日
常生活の世話や食事の提供等を受けることができる。

延べ床面積

施設の利用定員

成果指標名

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

  同施設の設置により、介護保険制度の基盤整備をすすめ、地域に居宅サービス（通所介護）を提供する体制を整える。

区分

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

整理番号高齢者在宅サービスセンター八成ふれあいの家整備

  平成12年４月の介護保険制度の開始に備え、平成11年度の
単年度で八成小学校の余裕教室を改修し、通所介護施設（デ
イサービスセンター）として整備する。

単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

213

20

100

20

100

受益者負担比率

213

20

100

213

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

7,0500

59,712 61,152

0

68,202

特記事項

0

7,050

0

0

0

66,762

20,974

45,788

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  介護保険事業計画の推計によると、平成１２年度の介護保険の給付対象となる第
一号被保険者数は、１０，５４９人、出現率（６５歳以上人口比）は１２．４％で
ある。平成１２年７月３１日現在の同数値は、９，７５２人、出現率は１１．７％
である。

  「杉並区介護保険制度のための高齢者実態調査」（平成１１年３月）の介護保険
サービスの今後の利用意向において、６５歳以上の高齢者の２３．３％がデイケア
サービスを利用したいと回答している。

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

20,451

47,751

313

対象

  八成小学校（八成ふれあいの家）

320

根拠法令等

老人福祉法第１５条第２項

事業開始年度

事業終期

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

改修工事進捗率

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 100.0

人 100.0

％ 100.0

人

千円

人 0.76 0.00 0.76 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

  介護保険事業計画の推計では、平成１６年度の介護保険の給付対象となる第一号
被保険者数は１１,６４４人、出現率１２．８％となっている。

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

デイサービス施設整備 25680

高齢者在宅サービスセンター事業実施要綱

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  平成12年４月の介護保険制度の開始に備え、平成11年度の単
年度で大宮中学校の余裕教室を改修し、通所介護施設（デイ
サービスセンター）として整備する。

活動指標名

成果指標名

  介護保険制度が開始される平成１２年４月から「大宮ふれあ
いの家」が利用できる。当施設で介護を要する高齢者が、身体
機能回復の訓練やレクリエーション活動を行い、また日常生活
の世話や食事の提供等を受けることができる。

延べ床面積

大宮ふれあいの家の利用対象となる周辺地域の居宅サー
ビス対象者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

施設の利用定員

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

改修工事進捗率

  同施設の設置により、介護保険制度の基盤整備をすすめ、地域に居宅サービス（通所介護）を提供する体制を整える。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

207

20

100

207

20

100

207

20

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

73,357 65,793

6,869 6,869

0

0

0

80,226

0

72,662

0

388

20,974

59,252

351

20,974

51,688

整理番号高齢者在宅サービスセンター大宮ふれあいの家整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  介護保険事業計画の推計によると、平成１２年度の介護保険の給付対象となる第
一号被保険者数は、１０，５４９人、出現率（６５歳以上人口比）は１２．４％で
ある。平成１２年７月３１日現在の同数値は、９，７５２人、出現率は１１．７％
である。

  「杉並区介護保険制度のための高齢者実態調査」（平成１１年３月）の介護保険
サービスの今後の利用意向において、６５歳以上の高齢者の２３．３％がデイケア
サービスを利用したいと回答している。

対象

  大宮中学校（大宮ふれあいの家）

根拠法令等

老人福祉法第１５条第２項

事業開始年度

事業終期

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



349(1)

コード

コード

11

平成 12 年度 ①

②

③

①

②

①

②

12 年度

㎡ 60.0

人

％ 60.0

千円

人 0.21 0.00 0.21 0.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第１５条第２項

事業開始年度

事業終期

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号高齢者在宅サービスセンター宮前ふれあいの家建設

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  介護保険事業計画の推計によると、平成１２年度の介護保険の給付対象となる第
一号被保険者数は、１０，５４９人、出現率（６５歳以上人口比）は１２．４％で
ある。平成１２年７月３１日現在の同数値は、９，７５２人、出現率は１１．７％
である。

  「杉並区介護保険制度のための高齢者実態調査」（平成１１年３月）の介護保険
サービスの今後の利用意向において、６５歳以上の高齢者の２３．３％がデイケア
サービスを利用したいと回答している。

  介護保険事業計画の推計では、平成１６年度の介護保険の給付対象となる第一号
被保険者数は１１,６４４人、出現率１２．８％となっている。

対象

  宮前ふれあいの家

45,48055,906

477,177

55,906

491,0220

1,898

0

0

0

546,928

0

533,083

特記事項

0

545,030 531,185 295,611

1,898
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

1,037

70

100406060

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

  同施設の設置により、介護保険制度の基盤整備をすすめ、地域に介護サービス（通所介護）を提供する体制を整える。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

  平成１２年９月から「宮前ふれあいの家」が利用できる。介
護を要する高齢者が、身体機能回復の訓練やレクリエーション
活動を行い、日常生活の世話や食事の提供等を受けることがで
きる。

延べ床面積

宮前ふれあいの家の利用対象となる周辺地域の居宅サー
ビス対象者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか。

平成１１年度の建設工事進捗率

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  平成１１年度に土地を購入し、平成１１～１２年度の２か年
度で、通所介護施設（デイサービスセンター）「宮前ふれあい
の家」を建設する。

活動指標名

成果指標名

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

高齢者在宅サービスセンター建設 33000

高齢者在宅サービスセンター事業実施要綱

施設の利用定員

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



349(2)

コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

㎡ 100.0

人 100.0

千円

人 1.02 0.00 1.02 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課計画係

高齢者在宅サービスセンター建設 33000

高齢者在宅サービスセンター事業実施要綱

施設の利用定員

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

  平成１２年４月から区が通所介護事業を開始するため、平成
１１年度に初度備品の購入及び機械警備設備の設置を行う。建
物は民間（区民）から借り上げる。

活動指標名

成果指標名

  介護保険制度が開始される平成１２年４月から「永福ふれあ
いの家」が利用できる。当施設で介護を要する高齢者が、身体
機能回復の訓練やレクリエーション活動を行い、また日常生活
の世話や食事の提供等を受けることができる。

延べ床面積

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか。

永福ふれあいの家の利用対象となる周辺地域の居宅サー
ビス対象者数

  同施設の設置により、介護保険制度の基盤整備をすすめ、地域に居宅サービス（通所介護）を提供する体制を整える。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,041

70

1,041

70

1,041

70

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

26,700 21,551

9,219 9,219

0

0

0

35,919

0

30,770

0

35

8,210

27,709

30

8,210

22,560

整理番号高齢者在宅サービスセンター永福ふれあいの家整備

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

  介護保険事業計画の推計によると、平成１２年度の介護保険の給付対象となる第
一号被保険者数は、１０，５４９人、出現率（６５歳以上人口比）は１２．４％で
ある。平成１２年７月３１日現在の同数値は、９，７５２人、出現率は１１．７％
である。

  「杉並区介護保険制度のための高齢者実態調査」（平成１１年３月）の介護保険
サービスの今後の利用意向において、６５歳以上の高齢者の２３．３％がデイケア
サービスを利用したいと回答している。

  介護保険事業計画の推計では、平成１６年度の介護保険の給付対象となる第一号
被保険者数は１１,６４４人、出現率１２．８％となっている。

対象

  永福ふれあいの家

根拠法令等

老人福祉法第１５条第２項

事業開始年度

事業終期

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



352

コード

コード

10 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

11 年度

所 100.0

所 100.0

千円

人 0.00 0.07 0.07 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課

敬老会館改修 33600

老人憩の家設置運営について（厚生省社会局長通知）

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　平成10年度に設計を行い、平成11年度にＩＳ値（耐震基
準）の基準０．６を満たすように耐震補強工事を行った。
（高井戸西児童館との併設である。）

活動指標名

耐震補強された敬老会館数　

成果指標名

　利用者が安心して利用できる施設とする。 耐震補強工事が完了した敬老会館÷工事が必要な敬老会
館

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　高齢者が憩い、交流する場が確保できる。耐震基準を満たした区立施設となる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1

1

1

1

0

0

1

1

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

6,015 3,576 0

633 633 0

0

0

0

6,648

0

0

0

4,209

0

0

4,209

0.0

6,648

0

0

6,648

4,209

0

#DIV/0!

0

0

0

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号敬老会館改修（高井戸西敬老会館）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　　耐震基準に満たない区立施設の補強工事は、安心して利用できる施設にする
ために重要である。

　耐震補強工事をするため、一ヶ月程敬老会館を閉館した。グループ利用者の代
表者には手紙で、個人利用者には館内の張り紙で閉館を周知した。利用者も耐震
の補強をすることに理解を示し苦情等はなかった。

　敬老会館の耐震補強工事は、完了した。

#DIV/0!

対象

　60歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第4条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



353

コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

12 年度

㎡

100.0

千円

人 0.56

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120102高齢者福祉部計画推進課

敬老会館改修 33600

老人憩の家の設置運営について（厚生省社会局長通知）

東京都介護保険関連サービス基盤整備事業実施要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　方南児童館の一階一部分を改修し、和田敬老会館を移転さ
せ、名称を方南敬老会館と変更した。また、施設内の備品等
を揃えた。

活動指標名

改修の１㎡当たりの単価（初度備品等の購入費を含む）

成果指標名

　老朽化した敬老会館を改修することにより、より利用しや
すい敬老会館となる。

改修した敬老会館数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　　高齢者の憩いの場、交流の場を確保することにより、高齢者が豊かに、より自立して生きることに貢献できる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

179

2

179

2

0

0 2

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

66,717

0 5,061 0

0

0

0

0

0

0

0

71,778

0

45,358

26,420

0.0

0

0

401

0

#DIV/0!

0

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号敬老会館改修（方南敬老会館）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　和田敬老会館は老朽化が著しかったため、改修が必要であった。このため、方
南児童館の一階一部分を敬老会館として改修し、和田敬老会館を移転させ名称を
方南敬老会館とした。また、改修することにより、段差をなくし、手すり、車い
す対応便所等を設置し、利用しやすい施設とした。

　移転改修を行うにあたり、利用者に対し説明会を行った。移転することによ
り、家からの距離が今までより離れてしまうとの意見も出たが、むしろ、移転改
修することにより、使いやすく新しい施設になるとして歓迎された。また、移転
後は、利用率も以前より上昇し、特に浴室は好評である。

　敬老会館の改修工事は完了した。

対象

６０歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第４条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

6 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

16 年度

件

所

件

千円

人 0.40 0.00 0.90 0.00 0.90 0.00 1.10 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課

介護支援センター運営 23310

杉並区立在宅介護支援センター条例

在宅介護支援センター数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

①在宅介護に関する総合的な相談、助言。②保健・福祉サー
ビスの申請受付、連絡調整。③介護保険に関する相談、申請
受付、調査。④福祉機器の展示、紹介。

活動指標名

相談件数

成果指標名

在宅の要介護高齢者等及びその介護者等に対し、介護に関す
るニーズに対応した相談、助言、調整を行うことにより、各
種サービスが、総合的及び効果的に受けられるようにする。

相談受付者の内、各種サービスを利用した件数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の要介護状態の改善・悪化防止、介護者の負担軽減、また高齢者が要介護状態になることを防止することにより、高
齢者ができるだけ長く自立し、住みなれた地域で暮らし続けることができるようにする。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

16,148

5

1,256

22,000

7

22,501

7

1,353

22,800

11

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

123,478

3,615

176,045 172,702 127,495

8,134

8

8,134 9,942

0

127,093

0

184,179

0

137,437

0

180,836

0

78,761

48,332

0.0

108,232

72,604

0.0

8

0

108,297

75,882

8

0

6

0

53,358

84,079

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号在宅介護支援センター（ケア24）の運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成６年度に開設した２所から、平成11年度には実施計画上の整備目標である７
所すべてが開設された。相談件数は、平成６年度は1,848件だったが、平成11年度
には、22,501件あった。また、平成12年度の介護保険制度導入に向けて、平成11
年10月から準備要介護認定の申請受付、調査を新たに各支援センターに委託し
た。

平成11年度区政実態調査では、杉並区に整備・充実して欲しいと思う施設の第４
位に、在宅介護支援センターが挙げられている。

高齢者に関する相談はさらに多様化していくと思われ、高齢社会の複合的な問題
に対応するため、基幹型支援センターを含めた在宅介護支援センターの整備が必
要である。平成13年度に基幹型支援センターを１所設置する予定である。地域型
支援センターの新設については検討中である。

0.0

対象

身体が虚弱、ねたきり又は痴呆等のため、日常生活を営むの
に支障がある高齢者及びその家族等。

根拠法令等

老人福祉法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

部

回

千円

人 4.00 0.00 6.30 0.00 6.99 0.00 0.60 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

杉並区介護保険事業懇談会設置要綱

介護保険事業懇談会開催回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

介護保険事業懇談会や住民説明会での区民の意見を踏まえ、
介護給付サービス量の見込みやその確保策等を盛込んだ平成
12～16年度までの事業計画を策定した。

活動指標名

介護保険事業計画書作成部数

成果指標名

①区民に介護保険事業を理解してもらう　②介護を必要とす
る高齢者に有効にサービスを利用してもらう　③介護給付
サービスを提供する事業者の参入を促進する。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

6

1,300

5

5,000

8

0

6

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,229

36,152

2,356 2,739 2,234

56,939

#DIV/0!

63,176 5,423

0

38,381

0

59,295

0

7,657

0

65,915

0

900

37,481

0.0

0

65,915

0.0

46

0

0

59,295

13

0

#DIV/0!

0

0

7,657

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号介護保険事業計画策定

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

介護保険事業懇談会（委員１９名）は平成１２年３月で終了。１２年度からは介
護保険運営協議会（委員２２名）を設置。

・現在のサービス量を低下させないでほしい。　・要支援、要介護にならないた
めの施策の推進を充実して欲しい　・余裕教室などを活用し、高齢者施設を増や
して欲しい。など

５年を一期とする計画を３年ごとに定めるため、次期計画は平成14年度に策定す
る。

0.0

対象

区民　居宅サービス提供事業者　介護保険施設　居宅介護支
援事業者

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

社

千円

人 0.50 0.00 0.50 0.00 0.57 0.00 0.50

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

整理番号介護保険事業者連絡会

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

当初は、居宅サービス提供事業者全体で開催していたが、各サービス種類ごとに
開催する必要があるため、まず12年度に訪問介護サービス事業者の連絡会を開催
した。

・事業者に対して、公平な立場からしっかりと監督して欲しい。利用者は弱者で
ある現実を知って欲しい　・より良いサービス事業者を選べるよう情報が欲しい

高齢者人口が増加し、要介護高齢者が増加するなかで、介護サービスの提供量の
増加と介護サービスの質の向上が求められる。

0.0

対象

介護保険居宅サービス提供事業者　居宅介護支援事業者　介
護保険施設

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

1,188

0

0

4,753

0

5,152

0.0

1,207

0

0

4,827

1,288

00

0

4,577

0.0

5,152 4,519

0

4,577

0

4,827

0

4,753

0

5,152

特記事項

58

4,519

308 0 234

4,519
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

4

400

4

329

174

594

4

400

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

サービスの量と質の向上を図るため、区と事業者、事業者相
互の連携を強化し、参入しやすい状況をつくる。

杉並区に事業参入した指定居宅介護支援事業者数

杉並区に事業参入した指定居宅サービス事業者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

介護保険の情報提供や連絡調整

活動指標名

介護保険事業者連絡会開催回数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

連絡会に参加した事業者等の数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 2.00 0.00 14.00 0.00 14.78 0.00 0.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

整理番号介護保険制度導入に向けた準備事務

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成12年４月から介護保険制度開始。

・国や都に対し区民に代わって、改善の要望をして欲しい　・低所得者に対して
減免措置など配慮して欲しい　・苦情処理をしっかりし、受ける側が安心感を持
てるようにして欲しい　・オンブズマン制度をつくるべき　・家族介護者にも相
当の手当を支給するべき　・保険料のランクは細かく設定すべき。高額所得者の
負担を多くして欲しい　・介護サービスを利用しなかった人へ何らかの見返りを
考えるべき準備事務につき、１１年度をもって終了。

#DIV/0!

対象

被保険者　居宅介護支援事業者　居宅サービス提供事業者
介護保険施設

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

0

0

0

11,693

136,334

0.0

0

2,250

145,407

00

383

26,604

0.0

133,582 0

0

26,987

0

147,657

0

0

0

148,027

特記事項

8,911

18,076

21,125 14,445 0

126,532
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

対象者が安心して申請や介護サービスを受給できる状態にす
ること。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

平成12年４月から介護保険制度を円滑に開始するための準備
事務（申請勧奨、緊急基盤整備、杉並区における介護保険事
業の仕組みづくり）

活動指標名

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

16 年度

件数 83.8

件数 72.5

件数

千円

人 0.50 55.00 60.25 58.40

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

整理番号要介護等認定

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

認定の有効期間は原則６か月間であるが、平成１１年度準備期間中の認定申請に
ついては、特例として要支援＝３か月、要介護１＝５か月、要介護２＝７か月、
要介護３＝８か月、要介護４＝１０か月、要介護５＝１２か月に設定した。

公正・公平な審査の徹底。
適正かつ迅速な認定に努めてほしい。

高齢化の進行に伴い、新規申請が随時生じるとともに、６か月ごとの更新申請も
ある。杉並区の６５歳以上の人口推計では、平成１２年度　８５，１４４人、１
６年度　９０，７８０人となっており、年々増加する高齢者人口に比例して、事
務処理件数も増えていく。

0.0

対象

要介護等認定申請者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

70

0

88,023

655,598

48,194

589,080

0.0

52

0

3,617

616,909

65

00

2,828

4,519

0.0

544,540 527,819

0

7,347

0

620,526

0

743,621

0

637,274

特記事項

平成１２年度は、６か月ごと
の更新申請があるため、平成
１１年度に比較して、要介護
等認定事務処理件数が増加す
ることに伴い、事業費も増え
ている。また、介護保険関連
システム（小型系）の維持管
理費等を、この事業費に含め
ている。

2,828

4,519

123,436 92,734 215,802

497,090
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

11,644

11,644

10,549

10,549

9,761

8,441

12,000

12,000

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

公正・公平かつ迅速に認定を行う。 申請総数に対して、３０日以内に認定処理できなかった
割合（１１年度は準備期間中につき、資料なし）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

認定相談、申請受付、訪問調査（依頼・受領・委託契約・支
払）、意見書作成（依頼・受領・支払）、審査会（委員選
定・開催・記録作成・報酬支払・資料作成）、認定結果送付

活動指標名

申請件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

介護保険法施行令

介護保険法施行規則

要介護認定件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

千円

人 3.00 0.00 3.16 0.00 6.80 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

整理番号介護サービス計画作成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

厚生省の介護報酬単価の決定が遅れ、実質的な介護サービス計画の作成は１２年2
月以降に集中した。このため、福祉事務所が利用者に対して計画作成の手続き状
況について問い合わせを行い、遅れている区民には、相談や事業者の紹介などの
対応を行った。

・居宅介護支援事業者の公正・中立性は制度の根幹に関わる問題なので、区とし
て適性に指導してほしい。・居宅介護支援事業者について積極的な情報提供に努
めて欲しい。

介護サービス計画は民間事業者が主体となるため、介護保険制度や手続きが今以
上周知されれば、区の介護サービス計画作成件数は少なくなるものと見込まれ
る。

対象

契約等についての理解能力が欠ける要支援・要介護認定者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

12

61,45829,400

11

32,026

382

172

12

28,560 61,458

0

184

0

32,026

0

61,458

0

29,400

特記事項

184

0

4,912 840

27,114

#DIV/0!

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

4,968

4,968

77

77

3,000

3,000

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

介護サービス計画作成を希望する要支援・要介護認定者の全
てに、計画が作成されることにより居宅サービスの利用を可
能とする。

居宅介護サービス計画作成件数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

介護サービス計画の相談や事業者紹介を行う。また、必要な
場合には区が居宅介護支援事業者として計画を作成する。

活動指標名

居宅介護サービス計画作成件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 12 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

人

千円

人 0.50 0.00 0.50 0.00 0.57 0.00 0.30 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

整理番号介護支援専門員の養成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

介護支援専門員実務受講研修試験は、都道府県が実施する。１０年度は試験日が
２回設定されたが、１１年度は１回、１２年度も１１月に１回が予定されてい
る。

介護支援専門員の質の向上に努めて欲しい

この事業は、介護保険制度の安定的・継続的な運営のため、区職員の養成を除き
今後も引き続き実施が必要である。

0.0

対象

介護支援専門員を希望する区職員　介護支援専門員として区
内の居宅介護支援事業所への勤務予定者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

117

0

0

4,680

0

5,996

0.0

74

0

0

8,917

26

00

0

5,775

0.0

5,152 2,711

0

5,775

0

8,917

0

4,680

0

5,996

特記事項

1,256

4,519

4,398 844 1,969

4,519
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

40

400

30

230

576

19

120

360

90

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標② 68

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

訪問調査やケアプラン作成に必要な介護支援専門員を確保す
る。また、介護保険を利用者が利用しやすくするために、質
の向上を図る。

講習会参加者で介護支援専門員従事者数

区職員で介護支援専門員合格者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

・介護保険制度の重要な役割を担う介護支援専門員の資格取
得支援・介護支援専門員実務研修受講試験を受験するための
事前講習会・有資格者に対しての研修や情報提供

活動指標名

介護支援専門員養成講習会参加者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準

介護支援専門員研修会参加者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

件

件

千円

人 0.50 0.00 5.20 0.00 5.72 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

整理番号要介護認定支援システム、居宅介護支援システムの導入

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化の進展に伴い、新規、更新を含め要介護認定申請者数は増加するため、こ
れに比例して事務処理件数も増加する。

#DIV/0!

対象

要介護認定事務、ケアプラン作成等の居宅介護支援事務

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

0

0

0

0

83,899

0.0

7

0

0

83,395

9

00

0

4,519

0.0

51,697 0

0

4,519

0

83,395

0

0

0

83,899

特記事項

総合情報システム推進委員会
評価部会で評価を行う方が適
しており、その評価結果を区
民に公開すべきである。

0

4,519

36,397 32,202

46,998
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

9,761

77

12,000

3,000

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

要介護認定及びケアプラン作成を迅速に進め、これに伴う事
務を効率的に行う。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

調査票・意見書出力及び読込、認定審査会資料作成及び結果
入力、各種報酬支払、ケアプラン作成等にクライアントサー
バシステムを導入する。

活動指標名

要介護認定申請件数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120201高齢者福祉部介護支援課管理係

介護保険制度準備 25660

介護保険法施行令

介護保険施行規則

ケアプラン作成件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

10 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

16 年度

人 92.8

部 95.2

人 72.5

％

千円

人 1.00 0.00 2.00 0.00 2.18 0.00 2.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 120301高齢者福祉部介護保険課管理係

介護保険制度準備 25660

パンフレット作成数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

介護保険の概要や手続きなど制度に係る周知（パンフレット
作成、区広報掲載、申請勧奨、ＣＡＴＶ製作、電話相談窓口
の設置、住民説明会）を行う。

活動指標名

第１号被保険者数

成果指標名

制度の理解を高めることにより、介護を必要とする者の保険
利用を促進する。また、第１号被保険者の保険料納付の必要
性についてＰＲし、滞納を防止していく。

要介護認定者数

収納率（普通徴収分）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

介護保険制度のより一層の普及と理解を実現する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

0

0

0

0

84,557

100,000

12,000

0

84,874

100,000

8,441

0

85,825

100,000

10,549

99

91,506

105,000

11,644

99

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

活動指標①第1号被保険者数に
は住所地特例を含む。

23

9,038

3,273 3,030 9,314

18,076

#DIV/0!

19,703 18,076

0

9,061

0

21,349

0

27,390

0

22,733

0

0

9,061

0.0

0

22,733

0.0

0

0

0

21,349

0

0

0

0

0

27,390

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号介護保険制度の普及啓発

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

介護保険制度のパンフレット（改訂版）を作成するとともに、点字パンフレッ
ト、ＣＡＴＶ用ビデオ（改訂版）、介護保険だより、保険料納入勧奨ポスターの
作成を行っている。

別紙のとおり

これまでも、区広報・パンフレット・説明会などできる限りの方法により周知に
努めてきたが、アンケート調査の結果等では、理解度は約５０％でまだ十分では
ない。これからも、さらに工夫を凝らした普及・啓発が必要である。

0.0

対象

被保険者

根拠法令等

介護保険法

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

50 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

千円

人 0.50 0.30 0.34

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

長寿祝い金品の贈呈 22000

杉並区敬老金に関する条例

杉並区敬老金に関する条例施行規則

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

８０歳以上の区民に5,000円を支給する。

活動指標名

対象者数

成果指標名

敬老の意を表する。

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者福祉の増進に寄与する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

19,103 20,460 19,515

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

97,849

4,519

102,300 99,990

2,711

5

3,073 0

0

102,368

0

105,011

0

0

0

103,063

102,368 103,063

5

105,011

5

0

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号敬老金支給

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成９年度、対象者を７５歳以上（31,855人）から８０歳以上（18,069人）に変
更した。平成１１年度、敬老金支給事業のあり方を検討し、平成１２年度から敬
老金支給を廃止した。

対象

８０歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第４、５条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

     ? 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

％

千円

人 0.21 0.23 0.23 0.15

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第4条、第20条の7

事業開始年度

事業終期

整理番号　長寿祝い品贈呈

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　高齢化率の推移：昭和50年　7.42％、平成元年　11.44％、平成11年度
16.15％

　お礼や喜びの電話･手紙が数多く寄せられているが、これらの財源を他の高齢者
施策に有効に活用してほしいという要望も増えている。

　高齢化率の推移：平成１７年度　19.52％

0.0

対象

満９０歳、満９９歳以上、満１００歳の高齢者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

19

0

0

2,187

0

5,659

0.0

7

0

0

7,025

6

00

0

5,275

0.0

2,079 1,356

0

5,275

0

7,025

0

2,187

0

5,659

特記事項

1２年度から、事業の対象を百
歳以上の区民とした。１１５
名

3,377

1,898

4,946 3,580 831

2,079

7

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

115

0

903

1

939

1

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

788

1

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　高齢者が、これからも住みなれた地域において、生きがい
をもって、健康でいきいきとした生活を送れるようにする。

高齢者の内、お祝を受けた人の割合［贈呈者数÷65歳以
上の人口］

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　長寿の祝として、寝具、絵画等の祝い品を贈る。なお、百
歳以上の該当者の内、希望者には区長ほか区職員が訪問のう
え贈呈する。

活動指標名

贈呈者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者福祉部高齢者活動支援センター事業係

長寿祝金品の贈呈 22000

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

25 年度

平成 12 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

来場率（％）

千円

人 0.20 0.20 0.68 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第４条

事業開始年度

事業終期

整理番号敬老会

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

娯楽の質が変化し「鑑賞する」から｢参加する」へ変わった。

テレビの普及、カラオケ等の普及により娯楽の質が変化してきているので魅力が
ない

区民の生活スタイルや嗜好が多様化し、きめの細かい対応が必要になる

0.0

対象

７５歳に到達した高齢者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

1

0

5,247

2,259

9,636

0.0

2

0

8,299

5

00

2,599

15,675

0.0

6,146 1,808

0

18,274

0

8,299

0

5,247

0

11,895

特記事項

16,466

1,808

6,491 5,749 3,439

1,808

4

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

4,400

10

2,517

7

5,500

15

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5,214

15

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の慰安と交流の場の提供

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

長寿を祝い敬老会に来場し楽しいひとときを過ごす 来場率(来場者数／対象者数）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

長寿を祝い演芸会に招待する。記念品を贈呈していたが平成
１０年度から７５歳到達者のみに変更し、平成１２年度は半
寿顕彰に変更。

活動指標名

入場人員

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター

敬老会 22200

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



189

コード

コード

11 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

％

千円

人 0.45 0.45 0.45 0.45

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第４条、第20条の7

事業開始年度

事業終期

整理番号　７５歳顕彰

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　高齢化率の推移：昭和50年　7.42％、平成元年　11.44％、平成11年度
16.15％

　お礼や喜びの電話･手紙が数多く寄せられたが、それとは逆に、これらの財源を
他の高齢者施策に有効に活用してほしいという要望もあった。

　高齢化率の推移：平成１７年度　19.52％

0.0

対象

　満７５歳の区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

4

0

0

9,367

0

11,729

0.0

2

0

0

7,819

3

00

0

13,785

0.0

4,067 4,067

0

13,785

0

7,819

0

9,367

0

11,729

特記事項

１２年度は半寿顕彰として実
施。計画では、職員数0.45人
としているが、実際に調整、
記念品・式典準備等に係る職
員の実職員数は、1.5人程度に
なる予定。

9,718

4,067

7,819 7,662 5,300

0

4

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

2,137

3

3,488

4

 

3,509

4

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3,309

4

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　高齢者が、これからも住みなれた地域において、生きがい
をもって、健康でいきいきとした生活を送れるようにする。

高齢者の内、お祝を受けた人の割合［贈呈者数÷６５歳
以上の人口］

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　長寿の祝いとして、記念品（区内共通商品券２千円）を民
生委員を通じて贈呈する。

活動指標名

贈呈者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者福祉部高齢者活動支援センター事業係

　　敬老会 22200

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

49 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

千円

人 0.20 0.10 0.11 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区高齢者無料入浴事業実施要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号無料入浴

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　昭和４９年度１１１浴場、平成１２年度５９浴場

・時間を延長してほしい。（現在、午後２時～４時）
・平日にも実施してほしい。

浴場料金の値上げと高齢者の増加

対象

区内在住６０歳以上の者及び付添者

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0

58,65462,158

0

63,563

0

65,074

994 904

0

65,074

0

63,563

0

58,654

0

62,158

特記事項

63,266

1,808

62,659 61,164 57,750

904

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

150,000

150,000

164,076

164,076

155,000

155,000

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

168,017

168,017

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　高齢者の交流の促進を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　高齢者に憩いの場を提供するとともに、高齢者相互が親睦
を深めるきっかけづくりを行う。

（代）年間延利用者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　区内の公衆浴場を月２回の日曜日と敬老の日に無料で高齢
者に開放する。

活動指標名

年間延利用者数

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

無料入浴 22400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

32 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

率

千円

人 0.70 0.00 0.60 0.00 0.60 0.00 0.60 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動者支援センター

老人クラブ 25000

杉並区老人クラブ助成要綱

杉並区老人クラブ連合会補助金交付要綱

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

老人クラブの多用な活動を助成し、社会活動、ボランティア
活動、生きがいの場を提供する。

活動指標名

老人クラブ加入人員

成果指標名

クラブ活動を通じて、孤独感の解消や生きがいの高揚、社会
活動の推進に役立てる。

老人クラブ加入率

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

活力ある高齢社会の実現

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

11,606

11

11,800

11

11,350

10

11,500

11

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

40,631

6,327

41,190 40,087 36,530

5,423

4

5,423 5,423

0

46,958

0

46,613

0

41,953

0

45,510

0

4,898

42,060

0.0

4,345

41,165

0.0

4

0

4,477

42,136

4

0

4

0

3,992

37,961

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号老人クラブ運営助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化率の推移　昭和５０年　７．４２％　平成元年　１１．４４％　平成１１年
１６．１５％　（老人クラブ発足当初は高齢者の娯楽・健康などに重点がおかれて
いたが、高齢者も社会を支える一員との観点から従来の社会活動に加えボランティ
ア活動に付いても期待される。）

前期高齢者からの意見では、高齢者同士の世代間の考え方にへだたりがある。老人
クラブ以外の高齢者の自主的団体への助成についての要望があった。

高齢化率の推移　平成１７年度　１９．５２％（地域福祉活動に対しては老人クラ
ブは欠かせない存在であるが、助成内容やクラブ育成方法には改善の余地があ
る。）

0.0

対象

６０歳以上の高齢者により自主的に組織され地域に根ざした
活動を進める団体

根拠法令等

老人福祉法第４条、第１３条第２項

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

32 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

回

クラブ

人

千円

人 0.20 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター

老人クラブ 25000

杉並区老人クラブ助成要綱

杉並区老人クラブ連合会補助金交付要綱

都市交流会実施回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

研修を通じ老人クラブの活動が時代・社会の要請にこたえら
れるものとしていく。吾妻町の老人クラブ連合会と交流事業
を行っている。

活動指標名

指導者研修会参加人員

成果指標名

単位クラブ、地区老人クラブ連合会、杉並区老人クラブ連合
会のリーダーが会員に新しい時代の要請にこたえる活動や考
え方を取り入れていく。

代　ボランティア活動参加クラブ

都市交流事業参加者

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

活力ある高齢社会の実現

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

97

1

32

33

100

1

50

30

93

1

55

30

100

1

70

35

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

425

1,808

381 187 259

1,808

23

1,808 1,808

0

2,233

0

2,189

0

2,067

0

1,995

0

0

2,233

0.0

0

1,995

0.0

22

0

0

2,189

21

0

21

0

0

2,067

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号老人クラブ指導者研修会

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化率の推移　昭和５０年　７．４２％　平成元年１１．４４％　平成１１年１
６．１５％

特になし

高齢化率の推移　平成１７年１９．５２％（老人クラブの活動が多岐にわたり時代
の要請にこたえて行けるものとするためにも活動内容の変化が必要となる。）

0.0

対象

６０以上の高齢者活動支援センターにより自主的に組織され
活動を進める団体

根拠法令等

老人福祉法第１３条第２項

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



221

コード

コード

54 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

15 年度

人

件

人

％ 92.9

千円

人 0.20 0.10 0.11 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

シルバー人材センター 25200

年間契約件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　杉並区シルバー人材センターの円滑な事業運営のため補助
金を交付する。

活動指標名

就業実人員

成果指標名

　高齢者の就業機会の拡大を図る。 会員数

会員の就業率（就業実人員数／会員数＊１００）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　高齢者の社会参加の機会を拡大し、いきがいの充実を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,232

5,636

1,821

68

1,260

6,100

1,920

66

1,251

6,469

1,913

65

1,300

6,300

2,000

65 70

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

82,465

1,808

86,798 85,881 122,843

904

68

994 904

0

84,273

0

87,702

0

123,747

0

86,875

17,485

66,788

17,060

69,815

70

18,410

69,292

69 95

17,060

106,687

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号シルバー人材センター運営助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　就業を希望する高齢者の増加

対象

シルバー人材センター

根拠法令等

杉並区シルバー人材センター補助金交付要綱

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



222

コード

コード

54 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

15 年度

人

件

人

％ 92.9

千円

人 0.20 0.10 0.11 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区シルバー人材センター運営資金貸付要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号シルバー人材センター運用資金貸付

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　就業を希望する高齢者の増加

対象

シルバー人材センター

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

6

7,9048,994

7

8,904

7

11,808

994 904

0

11,808

0

8,904

0

7,904

0

8,994

特記事項

10,000

1,808

8,000 8,000 7,000

904

10

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

70

1,300

6,300

2,000

65

1,251

6,469

1,913

65

1,260

6,100

1,920

66

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,232

5,636

1,821

68

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　高齢者の社会参加の機会を拡大し、いきがいの充実を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　高齢者の就業機会の拡大を図る。 会員数

会員の就業率（就業実人員数／会員数＊１００）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　杉並区シルバー人材センターの円滑な事業運営のため運用
資金を貸し付ける。

活動指標名

就業実人員

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

シルバー人材センター 25200

年間契約件数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



296

コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

％

％

千円

人 1.30 1.30 1.46 1.30

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

高齢者活動支援センター 30400

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

老人福祉センター設置運営要綱(国)

宿泊室年間延利用者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　高齢者が快適な時間を過ごせるように設備の保全を行うと
ともに、大広間の業務や宿泊業務などを運営する。

活動指標名

センター年間延利用者数

成果指標名

　高齢者に、楽しい時間・のんびりとくつろげる時間を過ご
してもらい、高齢者同士の交流を深めてもらう。

センター利用率（年間利用者数／年間利用可能定員＊
100）
※年間利用可能定員＝開館日＊センター定員（４３０
人）宿泊室利用率（年間利用者数／年間利用可能定員＊
100）
※年間利用可能定員＝宿泊可能日＊宿泊定員（３０人）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　高齢者に活動の場を提供することにより、高齢者の交流の促進を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

97,264

1,926

74

26

93,071

1,852

71

25

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

93,586

11,749

79,455 72,166 73,144

11,749

1

13,195 11,749

0

105,335

0

91,204

0

84,893

0

85,361

105,335 85,36191,204

1

84,893

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号高齢者活動支援センター運営・管理

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　施設及び設備は老朽化に伴い、故障や劣化が生じている。利用者は、後期高齢者
の比率が高くなってきていると同時に、固定化しつつある。

①　設備の故障などにより、施設の使用に支障が生じた場合、それに対する苦情
　がある。
②　舞台運営については、スムーズな進行と適切なカラオケ音量などが利用者に
　好評である。

①　施設が老朽化しているため、年次修繕計画に準拠した大幅な改修・修繕を行
　わない限り、施設・設備の故障・劣化は急速に進行する。また、修理などの部
　品調達ができず、修理不能となる設備も増えてくる。
②　１２年度に入り、複製録音物の使用について音楽著作権協会から厳しい指導
　があったため、これについて苦情・問題が生じる可能性がある。

対象

60歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第１５条、第20条の７

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



297

コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

回

％

％

千円

人 2.10 0.00 2.10 0.00 2.38 0.00 2.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター事業係

高齢者活動支援センター運営 30400

杉並区通所機能訓練実施要綱

実施回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

医師の指示に基づき、理学療法士、作業療法士が基本動作や
日常生活動作等の通所訓練を６月間週２回行う。終了者を対
象に６月間週１回交流会を行う。

活動指標名

利用者数

成果指標名

生活の質の向上と社会参加を支援し、閉じこもりや日常生活
動作能力の低下を防止する。

閉じこもりにならなかった割合

日常生活動作能力が低下しなかった割合

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者等の在宅生活を支援し、活発で安全な生活を送る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,350

234

70

85

2,440

244

50

80

1,567

244

74

83

1,760

176

55

90

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

平成１２年度から高井戸リハ
ビリ教室という通称で事業を
実施している。定員は非該当
グループ１０名、退院早期グ
ループ２０名の合計３０名。
自力で通所が困難な場合はリ
フト付バスにより送迎を行っ
ている。

14,605

18,980

14,621 14,519 14,579

18,980

25

21,510 18,076

0

33,585

0

33,601

0

32,655

0

36,029

0

5,518

28,067

0.0

5,730

30,299

0.0

14

0

4,253

29,348

23

0

19

0

3,712

28,943

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号機能回復訓練

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

平成７年に他課の機能訓練との要綱を統一し、公平性を図った。平成１２年度から
は介護保険制度の実施にともない他課との連携をとりながら介護予防サービスに体
系付けて実施している。

通所期間を延長してほしい。定員を増やしてほしい。近くに通えるように施設数を
増やしてほしい。

対象者への活発で安全な生活支援への需要は、今後増加すると見込まれる。介護保
険のリハビリテーションや維持期リハビリテーション病棟の設置状況を見ながら検
討する必要がある。

0.0

対象

概ね４０歳以上で、加齢や傷病などにより心身機能が低下し
ている区民のうち通所可能なもの

根拠法令等

老人保健法第１２，１８，２０条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



298

コード

コード

58 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

千円

人 0.01 0.01 0.01 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

東京都公衆浴場商業協同組合杉並支部に対する補助金交
付要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号浴場組合運営助成

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

対象

東京都公衆浴場商業協同組合杉並支部

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

08,9558,9558,955

90 0

0

8,955

0

8,955

0

0

0

8,955

特記事項

8,865

90

8,865 8,865 0

90
総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

　区内産業の振興を図る。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

　互助事業の助成を行うことにより、公衆浴場の活性化を図
る。

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　東京都公衆浴場協同組合杉並支部が行う互助事業の運営に
要する経費を補助する。

活動指標名

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

高齢者活動支援センター 30400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



299

コード

コード

49 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

件

％

％

千円

人 0.20 0.20 0.23 0.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区高齢者電話訪問事業運営要綱

事業開始年度

事業終期

整理番号電話訪問事業

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

６５歳以上の区内高齢者数と割合（区内総人口対する構成比）
　　平成6年度６９９２１人、７．２％
　　平成11年度81086人、１６．１％

楽しみにしている、有難い、電話口にでるのが大変、電話を待つのではなく自分
からかけたい。

平成１７年の65歳以上の区内一人暮し高齢者＋高齢者のみ世帯数　３９０００人
（平成11年度は３０５００人、３７．６％から算出）

0.0

対象

６５歳以上の一人暮し高齢者または６５歳以上の高齢者のみ
世帯。近隣に親族が居住していないこと。所得税が年額４２
０００円以下。

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

0

1,260

3,0685,946

0.0

10

0

5,840

10

00

5,832

0.0

2,079 1,808

0

5,832

0

5,840

0

4,328

0

5,946

特記事項

4,024

1,808

4,032 3,867 2,520

1,808

5

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

24,400

100

100

584

28,810

99

99

600

29,280

100

100

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,200

29,337

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

日常生活支援サービスの一環として有効である。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

①病気や事故による最悪の状況を未然に防止する。②孤独感
や不安感を解消する。③各種相談を気軽にでき、適切な助言
を得られる。

電話訪問利用者の満足度（利用者の内、入院、転居、死
亡を除き、翌年度も継続利用する人数の割合）

訪問件数中、最終的に安否を確認できた割合

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

電話訪問員（民生委員）を火～土曜日に４名ずつ配置し、対
象高齢者に電話による訪問を行う。電話訪問員３６名。

活動指標名

対象者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

電話訪問事業 30400

杉並区高齢者電話訪問事業運営要綱実施細目

電話訪問のべ件数（通話回数）

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

率

千円

人 1.00 3.00 1.00 3.00 1.13 3.00 1.00 3.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第１４条の５

事業開始年度

事業終期

整理番号健康･就労相談

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

東京都の高齢者人口(構成比％）平成４年１６．５ ，６年１７．９，８年１９．
４，１０年２０．８    利用者の後期高齢化が目立つと共に単身者、痴呆など処
遇困難な相談が多くなっている

身近で健康相談ができることで、区民からの定期的巡回の要望が強い

疾病予防、早期発見により元気高齢者の増加が見込まれる

0.0

対象

①、６０歳以上の区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

3

0

4,562

15,517

4,320

17,178

0.0

3

0

3,988

16,378

4

00

4,524

15,863

0.0

10,213 9,038

9,348

20,387

9,348

20,366

9,348

20,079

9,348

21,498

特記事項

敬老会館巡回数は平成１２年
７月より高齢者事業課保健婦
４人の協力体制あり

2,001

9,038

1,980 1,937 1,693

9,038

4

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

6,000

6

5,116

6

6,000

6

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

5,223

6

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の健康に関する認識を高め疾病予防と早期発見、保持増進に役立つ。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

高齢者の疾病予防と治療療養生活について助言指導し、健康
の保持増進を図る。

センター利用者による相談率（相談者数／センター利用
者数）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

一般健康相談（保健婦）専門健康相談（医師)生活相談、健
康教育、敬老会館巡回、応急処置就業相談

活動指標名

センター相談室利用者数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター事業係

高齢者活動支援センター 30400

杉並区高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

団体 86.7

％ 100.0

千円

人 0.10 0.10 0.11 0.10

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

高齢者活動支援センター 30400

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

ゲートボール場の適切な管理及びゲートボール団体の登録、使
用日程の抽選等の運営。

活動指標名

登録団体数

成果指標名

ゲートボールを通じて高齢者のグループ活動・スポーツ活動を
推進する。

ゲートボール場使用可能枠に対する実際の使用状況

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の健康を増進する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24

100

25

100

26

100

27

100

30

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

556

904

471 463 342

904

61

994 904

0

1,460

0

1,375

0

1,246

0

1,457

0

0

1,460

0.0

0

1,457

0.0

55

0

0

1,375

56

0

46

0

0

1,246

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号ゲートボール場運営

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

利用団体が徐々に増えてきている。

開設当初からコートの水はけが悪く、大雨や雪の後ゲームに支障をきたすことがあ
り、利用者からの苦情がある。

現在でもほぼ毎日コート2面とも使用されており、団体数も限界に達しつつある。

0.0

対象

60歳以上の区民で、構成員10名以上の団体

根拠法令等

杉並区高齢者ゲートボール場管理運営要綱

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

59 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

率

数

千円

人 1.00 0.00 0.90 0.00 0.90 0.00 0.80 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター事業係

高齢者活動支援センター 30400

老人福祉法第２０条の７

杉並区立高齢者活動支援センター条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

毎年３月に募集。高齢者のために講義・実技を大学として開
催。

活動指標名

授業開催数

成果指標名

健康で生きがいのある生活を営める、地域社会の発展に主体
的に取り組める、ともに行動する仲間作り。

出席率

活動しているＯＢ会

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

杉の樹大学ＯＢ会結成、ボランティア活動等高齢者の社会活動に貢献している。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

24

86

10

24

90

12

24

87

12

41

90

14

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

949

9,038

1,147 917 1,080

8,134

416

8,134 7,230

0

9,987

0

9,281

0

8,310

0

9,051

0

19

9,968

0.0

19

9,032

0.0

387

0

19

9,262

377

0

203

0

19

8,291

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号杉の樹大学

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化率の推移　昭和５０年　７．４２％　平成元年１１．４４％　平成１１年１
６．１５％（６０歳以上の高齢者の数が増大し区民全体の高齢化率が上昇してい
る。平成１２年度から杉の樹スポーツ大学と統合。）

定員増および選択科目などカリキュラムの拡充に関する需要がでている。また、学
習意欲に差があることから入学金の徴収や入学試験の導入についての意見もある。

高齢者の増加や生涯学習の要望増によりカリキュラムや学部の増設、選択性の取り
入れなどが必要となる。また高齢者自身が事務局を運営し企画段階から係れるよう
にする。

0.0

対象

６０歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第４条、第５条の３

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

60 年度

平成 11 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

回

人

回

千円

人 0.34 0.00 0.34 0.00 0.34 0.00 0.00 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

老人福祉法第4条、5条の３

事業開始年度

事業終期

整理番号杉の樹スポーツ大学

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

昭和６０年から開始。平成１０年度より健康診断に関して、一部負担を導入。平成
１１年度には事前に健康診断を受けることとしたため、事実上全額負担となった。

1つの科目にかける時間を増やしてほしいとの要望がある。

平成１２年度より杉の樹大学と統合した。

#DIV/0!

対象

60歳以上の区民で運動に支障のない人

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

#DIV/0!

0

0

0

15

3,375

0.0

103

0

15

3,375

103

00

0

4,576

0.0

3,073 0

0

4,576

0

3,390

0

0

0

3,390

特記事項

1,503

3,073

317 317 0

3,073

143

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

0

0

0

0

33

13

33

13

33

13

33

13

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

32

13

32

13

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

ＯＢ会の結成、ボランティア等の社会活動による社会福祉の増進。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

高齢者の健康の保持増進と仲間づくり。 杉の樹スポーツ大学学生数

杉の樹スポーツ大学授業回数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

健康教育や軽スポーツなど、高齢者でも可能な運動を中心と
して実施。

活動指標名

杉の樹スポーツ大学学生数

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター　事業係

高齢者活動支援センター 30400

老人福祉法第20条の７

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

杉の樹スポーツ大学授業回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

人

千円

人 0.20 0.20 0.11 0.15

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター事業係

高齢者活動支援センター 30400

杉並区高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

　社会情勢や分化・健康に関するテーマの講座を開催する

活動指標名

実施回数

成果指標名

　高齢者の生きがいある生活の実現と健康の保持増進を図る 受講者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

9

467

11

750

5

507

9

600

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

408

1,808

428 252 345

1,808

246

994 1,356

0

2,216

0

2,236

0

1,701

0

1,246

0

8

2,208

0.0

3

1,243

0.0

203

0

8

2,228

249

0

189

0

3

1,698

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号　公開講座

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

　高齢化率の推移：昭和58年　9.83％、平成12年　16.53％
（人生八十年時代を迎えて高齢者の学習に対する意欲や健康への関心は、ますま
す高揚し、また、多様化してきている。）

　健康に関する講座の要望は相変わらず多いが、加えて、最近はパソコン講座等
情報化に対応した講座の要望が数多く寄せられている。

　高齢化率の推移：平成17年　19.52％
（高齢者の生活に影響をもたらす情報化・グローバル化・少子高齢化等社会の変
化や高齢者の意識・価値観の多様化に対応した講座の開設が必要となる。）

0.0

対象

　60歳以上の高齢者

根拠法令等

老人福祉法第4条、第13条第1項、第20条の7

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

59 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

人

率

千円

人 0.58 0.00 0.68 0.00 0.68 0.00 0.68 0.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター　事業係

高齢者活動支援センター 30400

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

各種大会参加者総数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

「映画会」という名称で高齢者に馴染み深い映画を上映す
る。「高齢者はつらつ運動会」「囲碁」「将棋」「オセロ」
「バンパー」という名称で参加者を募り、各大会を実施。

活動指標名

映画会参加者総数

成果指標名

閉じこもり予防や精神面でのリフレッシュを図る。
高齢者の健康増進の意識を高めるとともに、交流の場として
活用する。

事業参加率（参加者数／定員）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

地域間及び世代間の交流による、地域コミュニティーの育成。活力ある高齢社会の実現。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

603

517

94

700

660

1

339

490

88

200

660

1

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

2,090

5,242

1,722 1,158 1,260

6,146

12

6,146 6,146

0

7,332

0

7,868

0

7,406

0

7,304

0

1,452

5,880

0.0

1,195

6,109

0.0

11

0

1,195

6,673

22

0

37

0

1,195

6,211

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号映画会・各種大会　

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化率：昭和５０年　７．４２％　平成元年度　１１．４４％　平成１１年度
１６．１５％　映画会は平成１２年度から敬老会館での実施をやめ、季節事業的な
年２回（９月敬老の日と１月センター大広間舞台びらき）のみの実施とした。高齢
者はつらつ運動会は、平成１２年度からはこの運動会を大学の体育祭にも位置付け
た。運動会以外の各種大会は、平成１２年度より実行委員を募って実施。

高齢化率の推移：平成１７年度　　１９．５２％各種大会は実行委員の企画・運営
により実施方針を決定していく。

0.0

対象

６０歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第２０条の７

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

60 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

人

千円

人 0.09 0.09 0.06 0.06

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター事業係

高齢者活動支援センター 30400

杉並区高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

参加者相互の親睦を図るとともに、日頃の練習の成果を発表
する場や機会を提供する。

活動指標名

事業実施回数

成果指標名

高齢者の生きがいある生活を実現と健康の保持増進を図る。 参加者数

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

3

1,676

3

1,700

3

1,499

3

1,700

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

12年度特定財源は補助制度が
大きく変わり、今後、都と協
議するため、現時点において
は未定である

14

813

106 75 39

813

276

542 542

0

827

0

919

0

581

0

617

32

795

35

582

0.0

306

0

34

885

206

0

194

0

0

581

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

整理番号　季節事業

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化率の推移：昭和60年　10.22％、平成12年　16.53％
（高齢者の価値観やライフスタイルの多様化に伴い、参加者の減少傾向は見られ
るものの、まだ多数の区民が参加している。）

高井戸センターまつりとして、区民センター・温水プールと共催し、地域のまつ
りとして定着しており、発表や交流の場や機会として引き続き開催を望む要望が
よせられている。

高齢化率の推移：平成17年　19.52％
（高齢者人口の増加もあり、運営方法を工夫することで、参加者の増加が期待で
きる。）

0.0

対象

60歳以上の高齢者

根拠法令等

老人福祉法第4条、第13条第1項、第20条の７

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

11 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

15 年度

216.7

千円

人 1.00 1.13 1.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター　事業係

高齢者活動支援センター 30400

老人福祉法第２０条の７

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

社会活動参加セミナー延べ受講者数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

①高齢者団体による地域活動プラン策定検討会開催（老人ク
ラブ連合会５回、杉の樹大学OB連合会５回）②社会活動参加
セミナー開催４回③地域活動のリーダー育成（指導者研修）

活動指標名

各種高齢者団体による検討会の開催

成果指標名

高齢者が社会参加することにより、いきがいや自己実現を見
出して、充実した人生が送れるように環境整備を行う。

（代）検討会に出席した延べ人員128名

(代)セミナー述べ受講者数81名

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の社会参加を活発にし、地域社会の活性化を図ることができる。また、とじこもりをなくし、自立生活の助長を図る
ことができる。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

10 13

128

10

120

81

6

540

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

0

300 204 378

9,038 10,213 9,038

0

0

0

9,338

0

9,416

0

10,417

0 10,417

934

9,338

801 942

9,416

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号いきがい活動支援

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化が進展する中で、高齢者の能力の活用を図るために、高齢者の社会参加の
仕組みづくりを進めていくための方策が検討されるようになった。

介護保険の対象とならない元気な高齢者の対策として、社会参加を促し、自立生
活の助長を図るための方策と、高齢者の能力活用の方策を図ることが、今後ます
ます必要とされることが見込まれる。

対象

60歳以上の元気な高齢者及び区内の主要な高齢者団体

根拠法令等

老人福祉法第4条、5条の３

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

38 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

人

％

％

千円

人 1.30 1.30 1.36 1.30

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121031高齢者福祉部高齢者活動支援センター管理係

敬老会館 30600

老人憩いの家の設置運営について

杉並区高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

高齢者が安全で快適な時間が過ごせるよう、敬老会館の設備
保全に努めると同時に高齢者福祉の増進に寄与する事業を展
開する。

活動指標名

年間延利用者数

成果指標名

舞踊、書道など高齢者の様々なグループに活動の場を提供し
たり、健康体操などの健康事業を通じ、高齢者が健康で生き
がいを持った生活が送ることができるようにする。

会館利用率（年間延利用者数÷年間利用可能定員＊
100）
※年間利用可能定員＝32館×開館日×１館定員（50人）

団体利用における会館稼動率
（年間使用枠数／年間使用可能枠数＊１００）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の生きがい支援、健康増進に寄与する。

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

239,607

51

266,307

57

63

270,000

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

96,634

11,749

102,794 97,699 100,729

11,749

0

12,292 11,749

0

108,383

0

114,543

0

112,478

0

109,991

108,383 109,991114,543

0 0

112,478

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号敬老会館施設維持管理及び運営委託

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

①杉並区内の高齢者人口（６５歳以上）　平成元年度59,369人に対して平成10年度
78,796人に増加。　　　②老人クラブ利用団体数（延べ数）　平成元年度928団体
に対して平成10年度971団体に増加。　　　③自主グループ利用団体数（延べ数）
平成元年度1,063団体に対して平成10年度1,490団体に増加。　　　　高齢者人口の
増加に比例して、高齢者の様々なグループも増加している。

施設自体の老朽化に加え、エアコンなど設備機器の度重なる故障により、利用者に
対して迷惑をかけることがあり、その都度早期改修を要望される。（その他に、雨
漏り、風呂給湯器の故障、マッサージ機の故障、浴室タイルの破損など）

高齢者グループの増加に伴い敬老会館の利用者数も増加すると思う。その際、高齢
者が安全に施設を利用できることは当然のことだが、加えてエアコンや風呂給湯器
の故障をできるだけ未然に防ぎ、より快適に施設を利用できるよう保全する必要が
ある。

対象

60歳以上の区民

根拠法令等

老人福祉法第４条

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業



309

コード

コード

53 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

人

千円

人 0.40 16.00 0.40 16.00 0.45 16.00 0.40 13.20

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

事業開始年度

事業終期

整理番号老人カウンセラー活動（わくわく活動）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

東京都の高齢者人口(構成比％）平成４年度 １６．５，６年度１７．９， ８年度
１９．４， １０年度２０．８

手芸、体操、リラクゼーション等のプログラムや健康相談等を行っており、身近
な敬老会館で健康の増進や、閉じこもりの防止になるなど楽しみにしている。

元気高齢者のためのわくわく活動の支援等の在り方を検討し、今後増えていくで
あろう、身体機能低下のために閉じこもりがちになる高齢者の予防の活動を充実
していくことが必要

0.0

対象

６０歳以上の区民

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

0.0

58

0

2,911

44,713

2,911

53,930

0.0

48

0

2,954

53,592

54

00

2,954

53,574

0.0

4,067 3,615

49,856

56,528

49,856

56,546

41,131

47,624

49,856

56,841

特記事項

3,057

3,615

3,075 2,918 2,878

3,615

50

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

816

20,000

1,047

22,126

1,188

24,948

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

1,123

24,092

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の福祉増進や自立を支援する

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

敬老会館をおとづれる高齢者の生活に関する各種相談やレク
リエーション活動の支援･助言を行い、高齢者福祉の増進を
図る

（代）閉じこもり防止のできた者の数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

１９名の高齢者支援ワーカーが敬老会館を月２回巡回し、高
齢者に対し支援助言をする。

活動指標名

巡回数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター事業係

敬老会館 30600

杉並区高齢者支援ワーカー設置条例

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

58 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

講座

率

千円

人 0.20 0.23

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

目標値に対する11年
度の達成率％

所属名 121032高齢者活動支援センター　事業係

敬老会館 30600

杉並区遊財産管理規定

杉並区立高齢者活動支援センター及び敬老会館条例

趣味の講座実施講座数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

月1回、区内在住の落語家に依頼し、敬老寄席を実施。
区民が自主的に活動科目を決定し、趣味の講座を実施。

活動指標名

敬老寄席実施回数

成果指標名

敬老会館利用者の生きがいづくりや閉じこもり予防。
利用者相互の親睦を深める。

参加率（参加者/定員）

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

活力ある高齢社会の実現

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

12

36

96

12

40

100

12

32

94

10

36

100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

特記事項

1,967

1,808

2,220 2,220 1,980

0

315

2,079 0

0

3,775

0

2,220

0

1,980

0

4,299

1,896

1,879

1,794

2,505

185

2,220

358 198

1,980

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

整理番号文化事業

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

高齢化率：昭和50年　７．４２％、平成元年　１１．４４％、平成11年度　１６．
１５％の推移敬老寄席は、実施回数を年12回から年10回に減らした。
趣味の講座は平成12年度より支援期間を「5年程度（7年を限度）」と明確した。

敬老寄席に関しては、実施時間の延長などの要望がある。
趣味の講座に関しては、講座の使用時間についての要望がある。

高齢化率の推移：平成17年度　１９．５２％　　　　高齢者自立支援の一環として
今後も実施するが、実施方法を高齢者の自主的・主体的な事業運営へと転換してい
くなかで、センター主催の文化事業は縮小していく。

対象

60歳以上の敬老会館利用者

根拠法令等

老人福祉法第２０条の７

事業開始年度

事業終期

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業
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コード

コード

48 年度

平成 年度 ①

②

③

①

②

①

②

年度

回

回

率

人

千円

人 0.30 5.00 0.30 5.00 0.34 5.00 0.30 5.00

職員分(超勤分含む) 千円

非常勤職員分 千円

千円

千円

受益者負担分 千円

その他特定財源 千円

差引：一般財源 千円

％

根拠法令等

杉並区高齢者活動支援センター及び敬老会館設置条例

事業開始年度

事業終期

整理番号健康事業

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

東京都高齢者人口（６０歳以上の構成比％）              平成４年～１６．５
平成６年～１７．９  平成８年～１９．４  平成１０年～２０・８

①、三療サービスは利用機会の均等化 施術者技量の差の是正
②、健康体操は健康管理が図られ好評

高齢者の増加にともない需要が見込まれる

10.9

対象

６０歳以上の区民   杉並区老人三療サービス連絡協議会

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見

(事業に対する期待・要望・苦情など)

今後の予測

7.3

77

3,628

6,409

23,207

6,409

28,611

6.8

83

2,736

6,549

28,431

83

2,5442,530

6,549

27,847

6.9

3,073 2,711

15,580

36,926

15,580

37,716

15,580

33,244

15,580

37,564

特記事項

18,635

2,711

19,425 18,911 14,953

2,711

81

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

事業費

職員数 (正規｜非常勤)

人
件
費

総事業費

単位あたりコスト

財
源

受益者負担比率

432

348

100

3,828

453

338

94

3,625

456

360

100

3,960

目標値

指
標

活動指標①

活動指標②

成果指標①

成果指標②

455

269

93

2,960

意図を実現することで、施策にどのように貢献していますか

高齢者の健康づくり や視覚障害者の生活の向上

区分 単位
10年度
実績

11年度

計画 実績

12年度

計画

成果指標名

①、健康で穏やかな生活の維持 視覚障害者の就労機会の確
保 ②、身体機能の回復･維持

受術可能回数の充足率

（代）参加者数

平成12年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

予算事務事業名

上位施策名（コード）

＊この項目は基本計画に基づく評価の体系化後に使用する

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

①、三療サービスは３２敬老会館において毎月３６回はり、
マッサージを行う②、健康体操は各敬老会館を理学療法士
(嘱託）５名が巡回し体操を行っている。

活動指標名

実施回数

目標値に対する11
年度の達成率％

所属名 61032高齢者活動支援センター事業係

敬老会館 30600

杉並区三療サービス事業実施要綱

敬老会館における機能回復訓練実施要綱

巡回数

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業


